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論　　文　　の　　要　　旨

　ケーラー多様体の研究は，微分幾何学の重要な研究課題のひとつである。

　本論文においては，ユニタリー対称ケーラー多様体の構造を研究している。著者の研究目標は，

複素空間形に等長的でない完備なユニタリー対称ケーラー計量が存在することを示すことにある。

これについて，本論文では，その存在定理をはじめ，ユニタリー対称ケーラー多様体の幾何的な構

造を決定し，B1aschke予想に関連する結果を証明している。

　第一章では本論文で用いるリーマン幾何学からの準備をし，第二章で概複素及び複素多様体の構

成と，エルミート及びケーラー多様体の構成をしている。　リーマン多様体（M，g）上の概複素

構造Jが概エルミートで，そのリーマン接続に関して平行であるとき，（M，9，J）をケーラー多様

体という。（M，9，J）を複素次元・のケーラー多様体とし，Mからそれ白身への正則向型な等長変

換を（M，9，J）の自已同型と呼ぶ。もし（M，9，J）の自已同型群のMの点mにおける線型イソト

ロピー群がU（n）であれば，（M，9，J）は点mにおいてユニタリー対称であるといい，それをユ

ニタリー対称ケーラー多様体という。第三章では，本論文の主要部分である次の定理が証明される。

　定理A．（M，9，J）を連結，単連結，完備ケーラー多様体とする。（M，9，J）がMの点mでユニ

タリー対称ならば，そのケーラー計量，ケーラー形式は㎜の接空間における単位球面上の佐々木構

造と，ある性質を持つ関数によって決定される。

　第四章では上の性質をみたすケーラー計量，ケーラー形式をもつ多様体の幾何学的特徴を与える

次の定理Cを証明し，それを用いて定理Aの逆（定理B）を証明した。
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　定理C・（M，9えJ）を複素次元n（≧2）の連結，単連結，コンパクト・ケーラー多様体でその

ケーラー計量，ケーラー形式が定理Aの条件をみたす点における最小軌跡は，Mの全測地的，複素

超曲面である。

　主定理A，Bを用いて，第五章では，その複素構造は変えないユニタリー対称であるケーラー変

形を与えることを示して，次の定理を証明している。

　定理F．複素射影空間上には標準的でないケーラー構造で，ある点から出る全ての測地線が単純

で閉ループになるものが存在する。

審　　査　　の　　要　　旨

　複素空間形はケーラー多様体の典型的な例であり，種々の異なる立場から多くの研究が行われて

きた。本論文で導入されたユニタリー対称ケーラー多様体の概念は，複素空間形の自然な拡張であ

り，その本質的な例が存在することも知られている。本論文において，著者はユニタリー対称ケー

ラー計量を完全に決定し，その幾何的構造も完全に解明した。さらに，B1aschke予想に関連して

本質的な一点におけるB1aschke多様体の存在を示した。本論文の内容はこの方面の研究において

殆んど決定的な結果といえよう。

　著者の研究は独創的であり，またケーラー幾何学，測地線論，佐々木幾何学など微分幾何学の多

方面の理論や，関数論的理論を駆使して得られたものである。本論文はケーラー幾何学の研究に大

きな貢献をなしたものであり，多くの研究者から高く評価されている。

　よって，著者は理学博士の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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